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群馬大学

中項目

小項目番号 小項目１ 小項目

　学士課程　豊かな知性と感性、教養、創造性を持ち信頼される人格を備えた人材を育成す
る。全学共通の教養教育においては、幅広く深い教養を涵養するとともに、プレゼンテー
ション能力、外国語によるコミュニケーション能力、データ処理能力などの向上を図る。専
門教育では、幅広い学識、専門分野における基礎知識、柔軟な実践的能力と問題解決能力、
変動する社会へ対応する能力を養成する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

小項目番号 小項目２ 小項目

　大学院課程　高い倫理観、豊かな学識及び学際的研究能力を持ち、新しい科学・技術の創
造と、社会、地域の発展に貢献できる人材を育成する。専門領域の学問体系の基礎から最先
端までの知識・技能を持たせ、自立して研究活動を展開するための基本的能力、実践力、応
用力を修得させる。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

　１　教育に関する目標（大項目）

Ⅰ．中期目標の達成状況

１ 教育の成果に関する目標
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群馬大学

中項目

小項目番号 小項目１ 小項目

　学士課程　明確な勉学意欲と豊かな倫理観を持つとともに、基礎的学力を備えた学生を選
抜することをアドミッション・ポリシーとするが、高校教育のプロセスに対応した柔軟な入
学者選抜にも配慮する。さらに、社会人、留学生などにも広く門戸を開く。
　教養教育では、幅広く深い教養、総合的判断力、自然との共生を基盤にした豊かな人間性
を育てるカリキュラムを、専門教育では、専門分野の最新の知識及び技術を修得する基礎的
能力や課題解決能力を養成するためのカリキュラムを設計する。
　教育方法では、講義と実験・実習・ゼミなどを適切に組み合わせることにより、学習意欲
の向上とその成果の定着を図る。実験・実習・ゼミでは少人数教育を実施し、課題探求・問
題解決型学修を導入するとともに、コミュニケーション能力などの向上を図る。
　成績評価においては、それが学生や社会に信頼され、学習意欲を引き出すものとなるよう
に評価方法を改革する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

小項目番号 小項目２ 小項目

　大学院課程  アドミッション・ポリシーは、専門領域における基礎知識と将来指導的役割
を担うための資質・能力・意欲・倫理観を持つ人材を選抜すること、及び多様な学修歴を持
つ受験者の資質・能力を適切に評価し、社会人や留学生を積極的に受け入れることである。
　教育課程では、高い倫理観に立脚し、専門的知識及び技術を修得した高度専門職業人、並
びに創造的能力を備えた研究者を育成する。
　教育方法は、体系性をもった多様な学科目の修得を義務づけるとともに、国内外の諸機関
との連携により視野を広げる教育を実施する。
　成績評価は、客観性のあるものにし、それが学生や社会に信頼され、学習意欲を引き出す
ものとなるように評価方法を改革する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

２ 教育内容等に関する目標

－2－



群馬大学

中項目

小項目番号 小項目1 小項目

　教職員の配置については、公募制・任期制の適用範囲を拡大し、人事の流動を促し、研
究・教育の活性化を図る。重点的な人的配置、年齢、性別によらず有能な教職員の登用、外
国人教員の適正配置に努める。教員の教育業績評価システムを確立し、人事、任期制教員の
再任評価、顕彰制度などに活用する。また、全学共通の教養教育は、全教員の参加体制で実
施する。
　教育環境整備については、教育設備の充実、空調設備の整備、障害者等にも配慮した学習
環境の整備、老朽化した教室の更新などにより、教育環境を改善する。また、少人数教育用
や学生の自己学習のための教育設備を充実する。
　教育の質の改善のために、授業方法改善研究部会を中心としたＦＤ活動を活性化し、公開
授業、授業改善活動の充実を図る。さらに、学生による授業評価、シラバスの掲示板機能を
利用し、常時学生の教育に対する満足度を計測する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

中項目

小項目番号 小項目1 小項目

　学生への学修支援については、入学生の多様な学力に配慮したきめ細やかな支援体制を構
築すること、勉学への意欲、将来への目的意識を育む学習環境を整備し、学生が必要とする
情報をいつでも容易に提供できる体制を整備することなどを基本方針とする。
　学生への生活支援については、学生の生活実態調査を定期的に実施し、それに基づき柔軟
に対応できる学生支援体制を整備すること、学生生活や各種活動に対して指導や助言等を行
う組織を充実させること、就職支援やアルバイトの紹介など経済的側面における支援を強化
することなどを目指す。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

４ 学生への支援に関する目標

３ 教育の実施体制等に関する目標

－3－



群馬大学

中項目

小項目番号 小項目1 小項目

　我が国の学術政策の基本方針を踏まえつつ、最先端の独創的研究を世界水準で展開する。
研究の推進に当たっては、専門分野の枠組みにとらわれず、総合的視点に立脚した研究分野
の再構築を図り、新しい学問体系の確立を目指す。研究の成果は、それぞれの研究分野にお
いて世界的水準の学術誌に発表して、諸科学の進歩に貢献するとともに、知的財産権を取得
して、教育研究を円滑に実施するための財政的基盤を強化する。また、地域社会に発生する
様々な問題や課題について、学外の関係機関や自治体等と共同研究を積極的に実施し、その
成果を地域社会に広く還元する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

中項目

小項目番号 小項目1 小項目

　国際競争力をもつ先進的研究拠点を形成し、それを担う人材を恒常的に育成するために必
要な研究実施体制の整備を行う。学部・専攻の枠を越えて教員が研究組織を構成しやすいシ
ステムの構築、複合領域の研究や大学院生に対する柔軟な研究指導を可能にする大学院組織
の改組・再編を図る。
　施設面での研究環境の整備の推進に努める。附属図書館、総合情報処理センター、機器分
析センター、遺伝子実験施設、附属動物実験施設、附属生理活性物質センターなどの統合整
備を通じて研究支援機能の向上を図る。
　学内におけるプロジェクト研究、学外研究者との共同研究を円滑に行うために共用研究ス
ペースや共同利用機器の使用について十分に配慮する。
教員の教育研究評価のためのシステムを構築し、各組織における教員の研究活動と実績を把
握するとともに、研究者の配置や研究資金の配分等に競争的環境を導入し、教員の研究活動
の活発化を図る。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

　２　研究に関する目標（大項目）

１ 研究水準及び研究の成果等に関する目標

２ 研究実施体制等の整備に関する目標
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群馬大学

中項目

小項目番号 小項目1 小項目

　社会との連携においては、群馬大学が核となって地域社会との総合的な連携システムを構
築し、大学の研究成果を社会へ還元するシステムを整備する。
　国際交流に関しては、外国諸機関との交換留学制度や共同研究を活発化させる。また、多
くの国からの留学生を受け入れるとともに、海外から優れた研究者を客員教授として受け入
れ、教育・研究の活性化を図る。さらに、国際協力事業に積極的に参加し、開発途上国への
知的支援、技術協力を積極的に展開する。

計画番号 中期計画 平成20年度及び21年度における実施状況

全中期計画 平成19年度までの取組等を引き続き継続的に実施している。

　３　社会との連携、国際交流等に関する目標（大項目）

１ 社会との連携、国際交流等に関する目標
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